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『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
(以
下
、
観
音
授
記
経
と
記
す
)

一
巻

は
劉
宋

黄
龍
国
沙
門
曇
無
竭
の
訳
出
し
た
も
の
で
、
師
は
釈
法
勇
の
て
で

『
出

三
蔵
記
集
』
(
1
)

巻
十
五
の
僧
伝
に
連
ね
て
て
る
。
そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

劉
宋
の
永
初

(四
二
〇
―
四
二
二
)
の
年
、
同
志
二
十
五
人
と
イ
ン
ド
旅

行
に
出
発
、
罵
賓
に
数
年
停
ま
り
、
こ
の
間
に
胡
語
を
修
得
、
こ
の
地

で

『観

世
音
授
記
経
』
を
入
手
、
後
に
中
イ
ソ
ド
を
経
て
、
南
イ
ン
ド

か
ら
海

路
で
元
嘉
末
年

(四
五
三
年
)
広
州
の
楊
都
に
帰
国
、
本
経
を
翻

訳
し
た
と
い
う
。
旅
行
中
、
同
行
の
多
く
を
失
て
、
最
後
は
五
人
と
な

っ
た
。
道
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
難
に
遭
遇
し
た
が
、
ひ
た
す
ら
本
経
を

念
じ
、
諸
難
を
免
れ
た
と
も
記
す
。

本
経

は
経
題
に
あ
る
如
く
に
観
世
音
菩
薩
の
行
と
授
記
に
至
る
本
生

説
話
を
内
容
と
す
る
。
観
世
音
菩
薩
が
登
場
す
る
主
要
な
大
乗
経
典
に

は
浄
土
教
経
典
と

『法
華
経
』、

そ
れ
に

『華
厳
経
』
入
法
界
品
、

密

教
経
典
等
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
本
経

の
場
合
、
前
の
二
経
に
多
く

の
影
響

を
受
け
て
て
る
か
に
思
わ
れ
る
。
従
来
、
本
経
が
学
者
に
注
目

さ
れ
た
第

一
点
は
、
浄
土
教
経
典
の

一
つ
と
し
て
で
あ
り
、
ま
た
観
世

音
菩
薩
の
所
説
に
関
し
て
で
あ

っ
た
。
取
り
分
け
浄
土
教
研
究
者
が
関

心
を
示
し
た
の
は
、
本
経
と
そ
の
異
訳
の
施
護
等
訳

『如
幻
三
摩
地
無

量
印
法
門
経
』
(以
下
、
如
幻
三
摩
地
経
と
記
す
)
に
見
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏

と
観
世
音
と
得
大
勢

(勢
至
)
両
菩
薩
の
本
生

話

で
、
本
経
が
釈
迦
と

二
菩
薩
の
本
生
を
説
く
の
に
対
し
、
異
訳
は
弥
陀
と
二
菩
薩
の
本
生
に

改
変
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
阿
弥
陀
仏
本
生
が
無
量
寿
経
系

の
法
蔵
説
話
と
異

っ
た
伝
承
の

一
つ
と
し

て
注

目

さ
れ
た
。
(
2
)

第
二
点

は
、
異
訳
の
如
幻
三
摩

地
経

に

チ
ベ
ッ
ト

訳

仁

(北
京
版

七
九
八
番
)
が
あ
り
、
(如
幻
三
昧
経
)
な
る
経
題
を
有
す
る
如
く
に
こ
の
二

経
は
観
音
、
勢
至
等

の
大
乗
菩
薩
の
修
得
し
た
空
三
昧
を
説
き
、
漢
字

異
訳
は
正
し
く
如
幻
三
摩
地

(無
量
印
法
門
)
経
を
経
題
と
し
て
て
る
。

大
乗
経
典
で
は
如
幻
三
昧
は
菩
薩
の
三
昧
と
し
て
密
教
経
典
に
至
る
ま

で

一
つ
の
潮
流
を
形
成
し
て
お
り
、
本
経
の
所
説
も
特
異
な
性
格
を
も

っ
て
て
る
。
(
3
)

第
三
点
は
、
本
経
が
今
後
研
究
さ
れ
る
意
義
で
あ
る
。
す
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な
わ
ち
訳
者
曇
無
端
は
本
経
を
嚴
賓
で
入
手
し

て
お

り
、
こ

の
こ
と

は
、
最
近
問
題
と
さ
れ
て
い
る

『
観
無
量
寿
経
』
等

の
い
わ
ゆ
る
観
経

類
の
成
立
問
題

や
罵
賓
仏
教

(ヵ
シ
ュ
、、・ー
ル
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
)
の
事
情

を
知
る
上
で
も
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
て
。
(
4
)

そ
こ
で
ま
ず
は
じ
め

に
本
経

の
梗
概
を
の
べ
て
お
こ
う
。

、

仏
説
法
の
会
処
は
波
羅
奈
鹿
苑
、
会
衆
は
弥
勒
、
文
殊
等
六
十
の
正

士

(菩
薩
)
で
、
そ
の
中
の
華
徳
蔵
菩
薩
と
仏
と
の
対
話
で
展
開
す
る
。

会
中
の
六
十
の
菩
薩
は
す
で
に
如
幻
三
昧
を
得
て
い
る
が
、
実
は
西
方

安
楽
世
界
に
お
い
て
今
現
在
説
法
す
る
阿
弥
陀
仏

の
待
者
で
あ
る
観
世

音
と
得

大
勢

(勢
至
)
二
菩
薩
も
同
じ
く
こ
の
三
昧
の
修
得
者
で
あ
る
。

仏
は
娑

婆
世
界
に
か
の
安
楽
世
界
の
二
菩
薩
を
招
き
、
そ
の
説
法
を
聴

く
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
会
処
の
善
根
を
積
ん
だ
衆
生
は
、
如

幻
三
昧

を
得
、
し
か
も
安
楽
世
界
に
生
じ
て
不
退
転
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
と
説
く
。
こ
れ
を
聞
い
た
会
中

の
善
男
子
、
善
女
人
は
二
菩
薩
に

そ
の
教
説
を
聴
き
た
い
と
願
う
。
仏
が
白
毫
よ
り
放
光
す
る
と
、
安
楽

世
界
の
衆
生
は
娑
婆
世
界
の
釈
迦
牟
尼
を
見
、
ま
た
釈
迦
の
会
座
の
大

衆
は
阿
弥
陀
仏
を
見
、
と
も
に
二
尊
に
対
し
て
称
て
念
仏
す
る
。
そ
こ

で
釈
迦

は
安
楽
世
界
の
二
菩
薩
に
如
幻
熈
昧
の
説
法
を
求
め
る
。
こ
の

要
請
に
対
し
て
二
菩
薩
は
阿
弥
陀
仏
の
許
し
を
得
、
娑
婆
世
界
に
来
訪

す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

本
経
所
説
の
如
幻
三
昧
の
概
念
内
容
と
そ
の
修
得
に
つ
い
て
経
典
に

は

コ

法
を
成
就
し
て
如
幻
三
昧
を
得
る
。
こ
の
三
昧
を
得
、
善
方
便

『
観
世
音
菩

薩
授
記
経
』

と

『
法
華
経
』

(大

南

)

よ 業 の 同 の 展 が に 仮 に ご 化 あ 如 な ま 依 り し を
そ る か で 時 世 ＞ 侍 は 作 趣 仏 れ し る 幻 る た ら'か 以
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一39一

な
わ
ち
訳
者
曇
無
端
は
本
経
を
罵
賓
で
入
手
一

て
お

り
、
こ

の
こ
と

は
、
最
近
問
題
と
さ
れ
て
て
る

『
観
無
量
寿
経
』
等

の
て
わ
ゆ
る
観
経

類
の
成
立
問
題

や
罵
賓
仏
教

(ヵ
シ
ュ
、、・ー
ル
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
)
の
事
情

(
4
)

 を
知
る
上
で
も
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
て
。
そ
こ
で
ま
ず
は
じ
め

に
本
経

の
梗
概
を
の
べ
て
お
こ
う
。

、

仏
説
法
の
会
処
は
波
羅
奈
鹿
苑
、
会
衆
は
弥
勒
、
文
殊
等
六
十
の
正

士

(菩
薩
)
で
、
そ
の
中
の
華
徳
蔵
菩
薩
と
仏
と
の
対
話
で
展
開
す
る
。

会
中
の
六
十
の
菩
薩
は
す
で
に
如
幻
三
昧
を
得
て
て
る
が
、
実
は
西
方

安
楽
世
界
に
お
て
て
今
現
在
説
法
す
る
阿
弥
陀
仏

の
待
者
で
あ
る
観
世

音
と
得

大
勢

(勢
至
)
二
菩
薩
も
同
じ
く
こ
の
三
昧
の
修
得
者
で
あ
る
。

仏
は
娑

婆
世
界
に
か
の
安
楽
世
界
の
二
菩
薩
を
招
き
、
そ
の
説
法
を
聴

く
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
会
処
の
善
根
を
積
ん
だ
衆
生
は
、
如

幻
三
昧

を
得
、
し
か
も
安
楽
世
界
に
生
じ
て
不
退
転
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
と
説
く
。
こ
れ
を
聞
て
た
会
中

の
善
男
子
、
善
女
人
は
二
菩
薩
に

そ
の
教
説
を
聴
き
た
い
と
願
う
。
仏
が
白
毫
よ
り
放
光
す
る
と
、
安
楽

世
界
の
衆
生
は
娑
婆
世
界
の
釈
迦
牟
尼
を
見
、
ま
た
釈
迦
の
会
座
の
大

衆
は
阿
弥
陀
仏
を
見
、
と
も
に
二
尊
に
対
し
て
称
名
念
仏
す
る
。
そ
こ

で
釈
迦

は
安
楽
世
界
の
二
菩
薩
に
如
幻
三
昧
の
説
法
を
求
め
る
。
こ
の

要
請
に
対
し
て
二
菩
薩
は
阿
弥
陀
仏
の
許
し
を
得
、
娑
婆
世
界
に
来
訪

す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

本
経
所
説
の
如
幻
三
昧
の
概
念
内
容
と
そ
の
修
得
に
つ
い
て
経
典
に

は

コ

法
を
成
就
し
て
如
幻
三
昧
を
得
る
。
こ
の
三
昧
を
得
、
善
方
便

『
観
世
音
菩

薩
授
記
経
』

と

『
法
華
経
』

(大

南

)

を
以

っ
て
よ
く
そ
の
身
を
化
し
、
衆
の
形
類

の
所
成
の
善
根
に
随

っ
て

し
か
も
説
法
を
な
し
、
阿
耨
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得

せ
し
む
」
と
あ

り
、

一
法
と
は

「
(
一
切
は
)
依
止
無
し
。
三
界
に
依
ら
ず
、
ま
た
内
に

 
 
 

依
ら
ず
、
外
に
依
ら
ず
、
無
所
依
に
お
い
て
正
観
察
を
得
」
と
説
く
。

ま
た
無
所
依
の
理
由
は
、

一
切
法
は
因
縁
所
生
で
あ
り
、

一
切
は
虚
仮

な
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
無
生
の
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

一
切
の

如
幻
性
を
悟
る
こ
と
が
、
菩
薩
の
真
実
道
の
開
顕
で
あ
る
と
説
く
の
で

あ
る
。
ま
た
三
昧
に
よ
っ
て
化
身
を
現
じ
、
衆
生
の
善
根
に
随

っ
て
教

化
し
、
菩
提
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
が
菩
薩
の
大
慈
悲
の
実
現

で
あ
り
、

こ
れ
が
如
幻
三
昧
の
究
極
の
目
的
で
あ
る
と
す
る
。

仏
の
懇
請
を
受
け
た
二
菩
薩
は
四
十
億
の
菩
薩
を
従
え
ー
娑
婆
世
界

に
趣
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
如
幻
三
昧

に
よ
っ
て
巨
大
な
宝
台
を

仮
作
、
現
出
す
る
。
宝
台
は
七
宝
に
荘
厳
さ
れ
、
そ
の
中
心
の
師
子
座

に
は
相
好
を
具
え
た
化
仏
が
坐
し
、
ま
た
宝
台
上
に
は
無
数
の
化
玉
女

が
侍
る
。
と
き
至

っ
て
か
の
宝
台
の
移
動
が
現
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

「讐
え
ぽ
力
士
の
壁
を
屈
伸
す
る
項
の
如
く
に
彼
の
国
よ
り
没

し

て
此

の
世
界
に
至
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宝
台
が
安
楽
世
界
か
ら
没
す
る
と

同
時
に
忽
然
と
娑
婆
世
界
に
姿
を
顕
わ
し
、
大
功
徳
荘
厳
を
成
就
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
光
景
に
会
中
の
人
々
は
、
誰
人
の
威
神
力
の
な
せ
る

業
か
を
疑
う
。
釈
迦
は
願
行
清
浄
な
る
観
音
、
得
大
勢

の
如
幻
三
昧
に

よ
る
と
説
明
す
る
。

そ
し
て
釈
迦
が
自
ら
の
前
生
を
説
き
、
か

っ
て
無
量
の
法
門
を
修
行
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『
観
世
音
菩
薩
授
記

経
』

と

『
法
華
経
』

(大

南
)

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
二
菩
薩
が
釈
迦
の
前
生
で
あ
る
威
徳
王
の
王
子
で

あ
り
、
過
去
に
空
観
を
修
し
た
こ
と
を
偈

頌
をも

っ
て
語
る
。
ま
た
安

楽
世
界

の
阿
弥
陀
仏
の
寿
命
は
有
限
で
、
将
来
、
般
涅
槃

し
、
そ
の
後

に
は
観
世
音
が
成
仏
し
て
仏
国
土
を
成
就
し
、
さ
ら
に
観
世
音

の
涅
槃

の
後
に
、
得
大
勢
が
成
仏
し
国
土
を
成
就
す
る
と
説
く
。

経
の
末
尾
は
二
菩
薩
の
授
記
と
会
衆
の
授
記
が
説
か
れ
、
二
菩
薩
の

仏
国
土

で
の
転
女
成
仏
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
説
い
て
経
典
は
終
る
。

以
上
の
梗
概
か
ら
本
経
が
浄
土
教
を
骨
子
と
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
般

若
経
等
大
乗
経
典
に
あ
る
如
幻
三
昧
と
い
う
空
思
想
と
そ
の
実
践
を
介

在
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

い
う
な
ら
ば
西
方
安
楽
世
界
を
娑
婆
世
界

に
顕
現

さ
せ
よ
う
ど
す
る
意
図
を
看
取
し
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ

の
よ
う
な
如
幻
三
昧
に
よ
る
娑
婆
世
界

の
一
元
性
、
あ
る
い
は
相
即
性

を
自
覚
さ
せ
る
べ
き
、
い
わ
ば
舞
台
装
置

の
役
を
但

っ
て
い
る
の
が
、

化
作
さ
れ
た
宝
台
で
あ
る
。
こ
の
宝
台
の
化
作
と
そ
の
移
動
と
は
何
か

が
問
わ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
前
述
の
如
く
に
、
本

経
が
観
世
音
菩
薩
を
主
役
に
し
た
経
典
で
あ
り
、
同
様
に
経
中
に
観
世

音
菩
薩

の
普
門
の
教
説
を
有
す
る

『法
華
経
』
と
の
関
係
を
考
察
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

法
華
経
と
阿
弥
陀
三
尊

ま
ず
第

一
に
羅
什
訳
法
華
経
に
説
示
さ
れ

る
浄
土
教
、
就
中
、
阿
弥
陀
仏
と
観
世
音
、
勢
至
二
菩
薩
に
つ
い
て
考

え
て
お

か
ね
ば

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
華
経
化
城
喩
品
第
七
に

は
大
通
智
勝
如
来
に
十
六
王
子
が
あ
り
、
(
6
)

成
仏
し
て
十
六
仏
と
な
り
、

そ
の
中

の
西
方
二
仏
と
し
て
阿
弥
陀
仏
と
度

一
切
世
間
苦
悩
仏
が
あ
る

と
説
く
。
ま
た
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三

に
は
、
(
7
)

こ
の
品
頌
受
持
す

る
者
は
女
身
を
受
け
ず
、
命
終
の
後
、
阿
弥
陀
仏
の
安
楽
世
界
に
往
生

す
る
と
説
か
れ
、
こ
の
二
つ
の
叙
述
は
梵
本
と
漢
訳
に
共
通
し
て
現
わ

れ
て
い
る
。
特
に
薬
王
菩
薩
本
事
品
は
、
法
華
経
諸
品
成
立
史

の
上
か

ら
も
後
世
の
付
加
と
見
ら
れ
て
お
り
、
学
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
(
8
)

、
こ

れ
ら
二
品
の
阿
弥
陀
浄
土
思
想
が
法
華
経
成
立
に
無
関
係
で
な
か
っ
た

こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も

の
が
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第

二
十
五
の
偶
の
最
後
に
追
加
さ
れ
、
梵
文
の
み
に
伝

え

ら
れ

た

七
偶

で
、
こ
こ
に
は
阿
弥
陀
仏
信
仰
が
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の

四
偶
を
示
そ
う
。

世
自
在
王
を
導
師
と
し
、
世
間
か
ら
供
養
さ
れ
た
法
蔵
比
丘
は
幾
百
劫
も
の

間
修
行
し
て
、
清
ら
か
な
無
上
の
さ
と
り
に
到
達
し
た
。
(28
)

右
あ
る
い
は
左
側
に
立
ち
、
ア
ミ
タ
ー
バ
導
師
を
あ
お
ぎ
つ
つ
、
幻
に
等
し

い
と

い
う
三
昧
(
9
)

に
よ

っ
て
、

一
切

の
国
土

に

行
き
、
勝
者
を
供
養
し
た
。
(
29
)

西
方

に
、
幸

せ
の
源
泉

で
あ
り
、

清

ら
か
な
安
楽
世

界

が

あ

る
。
そ

こ
に
じ

つ
に
人
び
と

の
調
御
者

で
あ

る
ア
ミ
タ
ー
バ
導
師
が
今
住

し

て
お
ら
れ
る
。

(30
)

そ

こ
に
は
女
性

は
生

ま
れ
な

い
し
、
男
女
め
情
交
も
ま

っ
た
く
な

い
。

か
れ

ら
勝
者

の
子
供
た
ち

は
自
然
に
生
ま
れ
て
、
無
垢
蓮
華

の
台

(
胎
)

に
坐

っ

て

い
る

。
(
1
0
)

(
31
)
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以
上

の
四
偶
の
中
、
特
に
こ
こ
で
注
意
し
た
い
第

一
点
は
、
阿
弥
陀

仏
の
本

生
話
が
無
量
寿
経
系

の
法
蔵
説
話
で
あ
る
こ
と
。
第
二
点
は
、

阿
弥
陀
仏
の
左
右

の
脇
待

(但
し
、
こ
こ
に
は
観
音

勢
至
の
名
称
は
謳
わ

れ
て
い
な
い
)
が
、
「幻
に
等
し
い
と
い
う
三
昧
」
、
す

な

わ
ち
如
幻
三

昧
に
よ

っ
て

一
切
の
国
土
に
趣
き
、
諸
仏
を
供
養
し
た
と
説
き
、
観
音

授
記
経

の
所
説
に
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
点
は
、

安
楽
世
界
に
女
性
は
生
じ
な
い
と
す

る
転
女

(成
仏
)
説
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
法
華
経
梵
文
成
立
の
時
期
に
阿
弥
陀
仏
信
仰
が
無
視
で
き
な
い

状
況
が
あ

っ
た
こ
と
を
推
考
さ
せ
う
る
。
そ
れ
と
と
も
に
阿
弥
陀
の
本

生
話
は

一
先
ず
置
く
と
し
て
、
梵
文
法
華
経

の
観
音
信
仰
が

『
観
音
授

記
経
』

の
成
立
に
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
う
る
。

宝
台
化
作
と
見
宝
塔
品

・
妙
音
菩
薩
品

観
音
授
記
経
で
二
菩
薩
が

娑
婆
世
界
に
往
詣
す
る
に
あ
た
り
、
如
幻
三
昧
に
よ
っ
て
巨
大
な
宝
台

を
化
作
す
る
経
説
を
示
そ
う
。

爾
の
時
、
観
世
音
及
び
得
大
勢
菩
薩
摩
訶
薩
、
四
十
億
の
菩
薩
と
と
も
に
前

後
囲
遶
さ
れ
、
彼
の
世
界
に
お
い
て
神
通
力
を
も
っ
て
各
の
眷
属
の
た
め
に

四
十
億
の
荘
厳
宝
台
を
化
作
す
。
こ
の
諸
宝
台
、
縦
広
十
二
由
旬
に
し
て
端

厳
微
妙
な
り
。
(
1
1
)

と
七
宝
と
諸
華
に
荘
厳
さ
れ
た
宝
台
の
模
様
が
記
さ
れ
る
。
宝
台
上
に

化
玉
女
八
万
四
千
が
音
楽
を
奏
し
て
待
り
、
ま
た
台
上
に
衆
宝
に
飾
ら

れ
た
師
子
座
が
あ

っ
て
、
座
上
に
ま
し
ま
す
化
仏
は
み
な
三
十
二
相
、

八
十
種
好
で
身
を
飾

っ
て
い
る
。
宝
台
の
荘
厳
は
、
諸
種
の
真
珠
を
貫

ね
た
輪
を
懸
け
、
末
香
の
盛
満
し
た
宝
瓶
が
あ
り
、
妙
蓋
で
覆
わ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
台
上
に
宝
樹
が
林
立
し
宝
鈴
が
そ
れ
を
覆
う
。
宝
樹
の

間
に
八
功
徳
水
の
満
ち
た
七
宝
の
池
が
あ
り
、
池
中
に
雑
蓮
花
が
咲
き

ほ
こ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
経
の
宝
台
は
、
如
幻
三
摩
地
経
で

は

「
殊
妙

の
楼
閣
」
(
1
2
)

と
漢
訳
さ

れ
、

チ
ベ

ッ
ト
訳

で
は

と
あ
る
か
ら
、
(
1
3
)

漢
字
訳
と
同
意

の
楼
閣

の

意
で
あ
る
。
宝
台
よ
り
も
楼
閣
の
方
が
イ
メ
ー
ジ
は
描
き
易
い
。

か
よ
う
な
安
楽
世
界
の
建
造
物
の
種
類
や

容
姿

は
、
『
無
量
寿
経
』

巻
上
の
浄
土
荘
厳
の
経
説
に
見
、
(
1
4
)

ま
た

『観

無
量
寿
経
』
で
は
、
第
六

総
想
観
に

「衆
宝
の
国
土
の

一
 一
の
界
上
に
五
百
億
の
宝
楼
閣
あ
り
、

そ
の
楼
閣
の
中
に
無
量
の
諸
天
あ
り
て
、
天

の
技
楽
を
な
す
」
(
1
5
)

と
あ

っ

て
、
極
め
て

『
観
音
授
記
経
』
の
宝
台
の
記
述
に
類
同
す
る
描
写
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
観
音
授
記
経

で
は
こ
の
安
楽
国
の
宝
楼

閣
が
二
菩
薩

の
三
昧
力
に
化
作
さ
れ
、
娑
婆
世
界
や
十
方
世
界
に
ま
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
移
動
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は

一
体
ど

こ
か
ら

生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

こ
こ
で
再
び
法
華
経
の
見
宝
塔
品
と
妙
音
菩
薩
品
の
所
説
に
注
目
し

て
み
た
い
。
見
宝
塔
品
第
十

一
に
お
け
る
宝
塔
涌
出
の
場
面
で
あ
る
。
(
1
6
)

宝
塔
品
は
、
地
よ
り
涌
出
し
、
空
中
に
住
在
す

る
七
宝
に
荘
厳
さ
れ
た

巨
大
な
宝
塔
中
か
ら
法
華
経

の
説
法
の
真
実
な
る
こ
と
を
証
明
す
る
声

が
聞
こ
え
、
次
い
で
十
方
分
身
仏
が
集
会
し
た
上
で
塔
が
開
か
れ
る
や

釈
迦
仏
が
そ
の
中
に
入
り
、
釈
迦

・
多
宝
の
二
仏
が
並
坐
し
た
と
説
か
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れ
る
。

こ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
法
華
経
を
説
く
者

の
た
め
に
宝
塔
を
そ

の
前
に
湧
出
せ
し
め
、
ま
た
釈
迦
の
分
身
仏
を
礼
拝
供
養
し
た
い
と
願

う
者
の
た
め
に
仏
が
白
毫
よ
り
放
光
す
る
。
す
る
と
十
方
の
無
量
国
土

が
浄
土
と
化
し
、
人

々
は
諸
仏
を
見
る
。

釈
迦

仏
の
み
も
と
に
訪
れ
た
諸
仏
た
ち
は
待
者
を
従
え
て
宝
樹
の
下

に
あ
る
巨
大
な
大
宝
校
飾
の
師
子
座
に
結
伽
趺
坐
し
、
侍
者
を
釈
迦
仏

の
も
と

に
挨
拶

に
遣
わ
す
。
そ
の
情
景
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

善
男
子
よ
、
汝
は
書
闍
崛
山
の
釈
迦
牟
尼
の
所
に
往
詣
し
て
、
わ
が
辞
の
如

く
日
せ
、
少
病
、
少
悩
に
し
て
気
力
あ
り
、
安
楽
に
ま
し
ま
す
や
、
及
び
、

(17
)

菩
薩
、
声
聞
衆
は
、
悉
く
安
穏
な
り
や
、
否
や
と
。

そ
し
て
宝
華
を
供
養
し
、
宝
塔
を
開

く

こ

と
を
願

う
。
こ
の
経
説

は
、
観
音
授
記
経

に
宝
台
が
娑
婆
世
界
の
釈
迦
仏

の
説
法
処

に
現
出
さ

れ
、
そ

こ
を
訪
れ
た
諸
菩
薩
が
仏
を
礼
拝
し
た
後
で
、
安
楽
世
界
の
阿

弥
陀
仏

か
ら
託
さ
れ
た
挨
拶
の
辞
、
す
な
わ
ち
、

世
尊
よ
、
少
病
、
少
悩
、
起
居
軽
利
に
し
て
安
楽
に
行
ず
る
や
否
や
を
問
訊

せ
よ
。
(
1
8
)

と
い
う
文
言
に
類
似
し
て
も
い
る
。
以
上
、
見
宝
塔
品
に
お
け
る
多
宝

塔
の
地
涌
、
空
中
住
在
の
壮
大
な
イ
メ
ー
ジ
と
十
方
諸
仏

の
釈
迦
仏

の

会
処

へ
の
移
動
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
描
写
は
、
恐
ら
く
観
音
授
記

経
に
お
け
る
宝
台

(宝
楼
閣
)
の
安
楽
世
界

か
ら
娑
婆
世
界
、
釈
迦
の

説
法
処

へ
の
移
動

の
経
説
と
そ
の
発
想
の
伏
線
と
も
な
ろ
う
。

『
観
音
授
記
経
』
は
阿
弥
陀
仏
の
般
涅
槃

と
合

せ

て
二
菩
薩
の
成
仏

と
そ
の
入
滅
を
も
説
く
。
こ
の
教
説
を
聞
い
た
会
中
の
六
十
億
衆
は
南

無
十
方
涅

繋
仏
と
同
唱
し
て
菩
提
心
を
生
じ
、
仏
は
こ
れ
ら
の
会
衆
に

授
記
を
与
え
る
。
ま
た
二
菩
薩
も
重
ね
て
会
衆
に
十
方
諸
仏
を
見
せ
し

め
、
授
記
す
る
。
し
か
も
会
衆
は
、
こ
の
と
き

「甚
幸
な
り
世
尊
よ
、

こ
れ
諸

の
如
来
、
こ
の
大
士
の
た
め
に
是
く

の
如
き

記

を
授

け

た
も

う
」
(
1
9
)

と
二
菩
薩
が
諸
仏
か
ら
授
記
さ
れ
た
こ
と
を
讃
嘆

す

る
。
『
観
世

音
菩
薩
授
記
経
』
の
経
題
を
も
つ
由
縁
で
あ

る
。
こ
こ
に
授
記
が
説
か

れ
る
背
景
に
、
法
華
経
の
提
婆
達
多
や
竜
女

の
授
記
思
想
が
伏
在
し
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
も
後
述
す
る
理
由
か
ら
、
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
本
経
は
受
持

・
読

・
誦
・
解
説

・
書
写
等
、
法
華
経
の
五
種

法
師
に
類
す
る
も

の
の
無
量
功
徳
を
説
き
、
最
後
に

「女
人
有
り
て
是

く

の
如
き
法
を
聞
か
ば
、
女
身
を
転
ず
る
を
現
ず
。
女
身
を
転
じ
已
ら

ば
当
に
為

に
授
記
す
べ
し
」
(
2
0
)

と
し
て
女
人
は
離
垢
如
来
と
な
る
と
説
い

て
経
は
終
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
本
経
の
い
わ
ゆ
る
流
通
分
に
お
け
る

会
衆
と
二
菩
薩

へ
の
授
記
と
広
宣
流
布
と
転
女
成
仏
の
三
つ
の
教
説
を

示
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
羅
什
訳
法
華
経

の
見
宝
塔
品
と
提
婆
達
多
品

へ
の
展
開
に
極
め
て
類
似
性
を
も
つ
か
に
推
考
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
羅
什
訳
提
婆
達
多
品
の
成
立

に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
訳

に
本
来
、
こ
の
品
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
研
究
が
あ
る
。
(
2
1
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
羅
什
訳

(四
〇
六
年
訳
出
)
よ
り
凡
そ
二
世
紀
以
前
に
訳

出
さ
れ
た
竺
法
護
訳

『正
法
華
経
』
に
は
、
す
で
に
宝
塔
品
中

に
梵
志
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品

(11
提
婆
品
)
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
提
婆
品
の
形
成
及
び

そ
の
法

華
経

へ
の
編
入
は
、
す
で
に
梵
本
の
流
伝
の
過
程
で
な
さ
れ
た

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
梵
蔵
漢
諸
本
に
は
、
宝
塔
品
に
提
婆

品
相
当
部
分
を
含
む
こ
と
を
検
証
さ
れ
て
て
る
。
提
婆
達
多
品
の
前
半

は
悪
人
提
婆
の
成
仏
、
後
半
は
竜
女
の
成
仏
を
説
き
、
法
華
経
弘
通
の

功
徳
を
証
明
し
、
滅
後

の
弘
経
を
勧
奨
す
る
と
て
う
内
容
で
あ
る
。
羅

什
訳

の
如
く
に
両
品
が
別
立
せ
ず
、
梵
蔵
漢
の
多
く
が
宝
塔
品
中
に
提

婆
品
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
見
宝
塔
品
の
展
開
は
、
宝
台
の
出

現
か
ら
授
記
、
転
女
成
仏

へ
と
展
開
す
る

『観
音
授
記
経
』
の
展
開
と

ほ
ぼ
対
応
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

れ
ら
に
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
で
は
、
無
量
の
三
昧
を
得
た
妙
音
菩

薩
が
浄
華
宿
王
智
仏
の
許
し
を
得
て
娑
婆
世
界
の
釈
迦

仏

を
往
訪

す

る
。
そ
の
有
様
を
経
は
、
「時
に
妙
音
菩
薩
、
彼
の
国
よ
り

没

し
て
、

八
万
四
千

の
菩
薩
と
倶
共
に
発
れ
来
れ
り
」
(
2
2
)

と
の
べ
、
菩
薩

の
真
金
色

の
身
を
乗

せ
た
七
宝
の
台
は
、
「虚
空
に
上
昇
し
て
地
を
去
る

こ
と

七

多
羅
樹
な
り
」
と
説
く
。
釈
迦
仏
に
詣
で
た
妙
音
菩
薩
は
、
浄
華
仏
に

託
さ
れ
た
、
前
述
の
見
宝
塔
品
と
同
様

の
言
辞
を
連
ね
て
挨
拶
し
、
さ

ら
に
塔
中

の
多
宝
仏
を
も
訊
ね
る
。
最
後
に
釈
迦
は
、
妙
音
菩
薩
が
過

去
の
修
行

に
よ

っ
て
現

一
切
色
身
三
昧
を
獲
得
し
、
種

々
の
身
に
変
現

し
て
衆
生

に
法
華
経
を
説
て
て
て
る
こ
と
を
明
か
す
。
以
上
の
本
品
の

所
説
は
、

こ
れ
ま
た

『観
音
授
記
経
』

に
観
世
音
菩
薩
が
安
楽
世
界
か

ら
娑
婆
世
界
に
来
至
す
る
経
相
に

一
致
し
、
法
華
経
と
の
濃
密
な
関
係

を

一
層
、

窺

わ

せ
る

も

の
で
あ

る

。

1

『
正
蔵
』
五
五

・
一
　
一
三c
―
一
　
一四

a

2

藤

田

宏

達

『
原

始

浄
土
思
想

の
研

究
』
三
四

一
頁
、
香
川
孝
雄

『
浄
土
教

の
成

立
史
的
研
究
』

一
三
八
頁
以
下
。

3

拙
稿

「如
幻
三
昧

と
弥
陀
三
尊
」

(
『
浄

土

宗

学

研
究
』
二
十
二
号
)

4

拙
稿

「『
観
無
量
寿
経
』
の
成
立

と
禅
観
経
典

」

(
『
大
正

大

学

研

究

紀

要
』

八
○
号
)

5

『
正
蔵
』
十

二

.
三
五
三

c

6

『
正
蔵
』
九

・
二
五

c

7

『
正
蔵
』
九

・
五
四
b

c

8

石
上

善
応

「浄

土
思
想

と
法
華
経

の
交
渉
」
(
『
法
華

経
の
文
化

と
基
盤
』
)
四
六
八

-
九
頁

9

な
お

,
ω
詞

の
註

に
は
、

チ
ベ

ッ
ト

訳
を

参
照

一
ー
如
幻
三
昧

と
見
る
。

10

註

(8
)
石
上
教
授
訳

11

『
正
蔵

』
十
二

・
三
五
四

c

12

『
正

蔵
』
十
二

・
三
五
九

c

13

『北
京
版

西
蔵
大
蔵
経

』

三

二

巻
五
四
-

ニ
ー
四

14

『
正
蔵
』
十

二

・
二
七

一
a

15

『正
蔵

』
十

二

.
三

四
二

c

16

横
超
慧

日

「多

宝

塔

思

想

の
起
源
」

(
『
印
仏
研
』
二
ー

一
)
、

紀
野

一
義

『
法

華

経

の
探

求
』

一
八
七
頁
以
下

17

『
正
蔵
』

九

・
三
三
b
。

同
じ
く
に
従

地
涌

出
品
第
十

五

(同

四
〇

a
b
)
に
も
見
ら

れ
る
。

な
お
初

期
経
典
に
は
弟
子

や
在
家
信
者
が
ブ

ッ
ダ

の
安

否
を

「
世
尊

は
無
病
強
健
に
在
す
や

尋

ね
る
例
が
あ

る
。

18

『
正
蔵
』
十
二

・
三
五
五

b

19

『
正
蔵
』

十

二

・
三
五
七
b

20

『
正
蔵
』

十

二

・
三
五
七

c

21

塚
本
啓

祥

「提
婆
品

の
成
立

と

背
景
」

(『
法
垂
・経

の

成
立

と

展
開

』
所
収

22

『
正
蔵
』
九

・
五

五

c

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

観
世
音
菩
薩
、
如
幻
三
昧
、
宝
楼
閣
、
罵
賓

仏
教

（大
正
大
学
専

任
講
師
)
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